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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、「和歌山市次世代育成支援行動計画」（後期計画）の策定資料として、本市におけ 

る保育ニーズや子育て支援サービスの利用状況や利用意向、また、子育て世帯の生活実態などを 

把握することを目的に実施しました。 

２ 調査概要 

・調査地域 ：和歌山市全域 

・調査対象者：和歌山市内在住の「未就学児」がいる世帯・保護者（① 就学前児童調査） 

和歌山市内在住の「小学生」がいる世帯・保護者（② 小学生児童調査） 

和歌山市内在住の中学 2 年生及び高校 2 年生（③ 中高校生対象調査） 

・抽出方法 ：住民基本台帳より無作為抽出 

・調査期間 ：平成 21 年２月 18 日～３月３日 

・調査方法 ：①②は郵送配布・郵送回収 

③は学校を通じての配布・回収 

配布数 回収数 回収率 

就学前児童調査 2,000 872 43.6％ 

小学生児童調査 2,000 848 42.4％ 

中高校生対象調査 1,000 977 97.7％ 

３ 報告書の見方 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２ 

位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式） 

であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごと 

の有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える 

場合があります。 

●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が 

困難なものです。 

●図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件 

に該当する人）を表しています。
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75.7 

73.2 

12.5 

17.7 7.4 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

就学前児童(N=872) 

小学生児童(N=848） 

核家族 3世代以上 その他 

Ⅱ 就学前児童・小学生児童調査 

１ お子さんとご家族の状況について 

■ 子どもの年齢、学年（数量回答） 

■ 家族形態 

就学前児童（Ｎ＝872） 

15.6 

15.0 

13.0 

12.7 

16.5 

14.7 

11.0 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 

0歳 

1歳 

2歳 

3歳 

4歳 

5歳 

6歳 

不明・無回答 

小学生児童（Ｎ＝848） 

17.6 

16.4 

17.1 

16.0 

16.5 

15.9 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 

1年 

2年 

3年 

4年 

5年 

6年 

不明・無回答
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13.6

17.6 

6.2 

0.2 

20.3 

40.8 

53.1 

31.1 

4.4 

6.4 3.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

就学前児童 

（Ｎ＝872） 

小学生児童 
（Ｎ＝848） 

仕事をしている（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

仕事をしている（フルタイムだが産休・育休・介護休業中） 

仕事をしている（パートタイム、アルバイト等） 

以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない 

これまでに仕事をしたことがない 

不明・無回答 

２ 保護者の就労状況について 

■ 保護者の就労状況（単数回答） 

母親については、就学前児童では「以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」 

が 53.1％と最も高いのに対して、小学生児童では「仕事をしている（パートタイム、アルバ 

イト等）」が 40.8％と最も高く、傾向の相違がうかがえます。 

【母親】 

■ 現在就労していない母親の就労希望（単数回答） 

現在就労していない母親の就労希望をみると、就学前児童、小学生児童ともに就労希望のあ 

る母親が７割以上います。そのうち、すぐにでも就労を希望する母親の割合は就学前児童で 

19.4％、小学生児童で 32.7％と、就学前児童より小学生児童で高くなっています。 

19.4 

32.7 

60.9 

39.6 

17.8 

24.8 

2.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

就学前児童（Ｎ＝501） 

小学生児童（Ｎ＝318） 

有（すぐにでももしくは1年以内に希望がある） 

有（1年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい） 

無

不明・無回答
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３ 保育サービスの利用について（就学前児童対象） 

■ 保育サービスの利用の有無（単数回答） 

保育サービスの利用については、「利用している」が 50.7％、「利用していない」が 47.6％とほ 

ぼ同水準となっています。 

■ 利用している保育サービスの種類（複数回答） 

利用している保育サービスの種類については、「認可保育所（園）」が 61.1％と最も高く、次い 

で「幼稚園（通常の就園時間）」が 32.6％となっています。 

50.7 47.6 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

就学前児童（Ｎ＝872） 

利用している 利用していない 不明・無回答 

就学前児童（Ｎ＝442） 

61.1 

3.6 

32.6 

11.8 

4.1 

0.9

1.6 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

認可保育所（園）（国が定める最低基準に適合した 

施設で都道府県等の認可を受けたもの） 

事業所内保育施設 

（企業が従業員用に運営する施設） 

幼稚園（通常の就園時間） 

幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かるサービス） 

その他の保育施設（無認可施設等） 

ベビーシッター（個人またはＮＰＯ法人等による 
子どものお世話をするサービス） 

ファミリーサポートセンター（地域住民による子どもの 

預かりサービス） 

不明・無回答
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■ 今後利用したい、あるいは、（利用日数・回数や利用時間が）足りていないと思 

う保育サービスについて（複数回答） 

今後利用したい、あるいは、（利用日数・回数や利用時間が）足りていないと思う保育サービス 

については、 「認可保育所（園）」が 25.7％と最も高く、次いで「病児・病後児保育」が 23.2％、 

「一時預かり」が 19.3％、「幼稚園（通常の就園時間）」が 17.7％となっています。 

就学前児童（Ｎ＝872） 

25.7 

5.4 

13.8 

4.0 

6.4 

9.3 

0.9 

17.7 

13.9 

9.3 

1.4 

5.5 

19.3 

23.2 

2.1 

13.8 

17.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

認可保育所（園） 

家庭的な保育（保育ママ：保育者の家庭等で子どもを 

預かるサービス） 

事業所内保育施設 

（企業が従業員用に運営する施設） 

自治体の認証・認定保育施設（認可保育所では 

ないが、自治体が認証・認定した施設） 

認定こども園【共通利用時間のみの保育の利用】 

（保育施設と幼稚園が一体化した施設） 

認定こども園【共通利用時間（４時間程度）以上の 

保育の利用】（保育施設と幼稚園が一体化した施設） 

その他の保育施設（無認可施設等） 

幼稚園（通常の就園時間） 

幼稚園の預かり保育（通常より延長） 

延長保育 

ベビーシッター（個人またはＮＰＯ法人等） 

ファミリーサポートセンター 

（地域住民による会員制の子どもの預かりサービス） 

一時預かり（私用など理由を問わずに保育所などで 

一時的に子どもを預かるサービス） 

病児・病後児保育（子どもの病気時の保育） 

その他 

特にない 

不明・無回答
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■ 利用希望がある人のサービスを利用したい理由（単数回答） 

サービスを利用したい理由については、「そのうち仕事をしたいと考えている」が 35.0％と最も 

高く、次いで「現在仕事をしている」が 19.0％と、就労に関する理由が上位２件を占めています。 

就学前児童（Ｎ=483） 

19.0 

6.8 

12.6 

35.0 

17.2 

0.0

0.4 

0.4 

3.1 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

現在仕事をしている 

現在仕事をしているが、 

もっと日数や時間を増やしたい 

仕事に就く予定がある／求職中である 

そのうち仕事をしたいと考えている 

仕事をしていないが、子どもの教育などのために 

子どもを預けたい 

家族・親族などを介護しなければならない 

病気を持っていたり、障害がある 

学生である／就学したい 

その他 

不明・無回答
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４ 学童保育（若竹学級等）について 

■ 学童保育（若竹学級等）の利用の有無（単数回答）＊小学生児童対象 

学童保育の利用については、 「利用している」が 10.7％となっています。 

■ 現在利用していない人の学童保育（若竹学級等）の今後の利用希望（単数回答） 

＊小学生児童対象 

学童保育の今後の利用希望については、「利用したい」が 10.5％となっています。 

■ 小学校入学以降の学童保育（若竹学級等）の利用意向（単数回答）＊就学前児童対象 

小学校入学以降の学童保育（若竹学級等）の利用意向については、「利用したい」が 28.7％、 

「利用予定はない」が 29.9％と、ほぼ同程度の割合となっています。 

10.7 87.3 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学生児童（Ｎ＝848） 

利用している 利用していない 不明･無回答 

10.5 81.8 7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学生児童（Ｎ＝740） 

利用したい　 今後も利用しない 不明･無回答 

28.7 29.9 41.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

就学前児童（Ｎ＝872） 

利用したい 利用予定はない 不明・無回答



8 

18.7 

12.4 

1.8 

3.1 

1.9 

1.7 

20.1 

9.7 

30.5 

15.6 

14.3 

2.1 

0.9 

1.7 

2.7 

22.5 

11.7 

28.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

急な残業や休日出勤 

代わりに面倒をみる人がいない 

家族の理解が得られない 

職場の理解が得られない 

他に面倒をみなければならない人がいる 

子どもの預け先が見つからない 

子どもと接する時間が少ない 

その他 

不明・無回答 

就学前児童（Ｎ＝872） 小学生児童（N=848） 

５ 仕事と子育てについて 

■ 仕事と子育ての両立で困っていることは何か（単数回答） 

仕事と子育ての両立で困っていることについては、「急な残業や休日出勤」「代わりに面倒をみる 

人がいない」「子どもと接する時間が少ない」の割合が高くなっています。 

■ 母親または父親が育児休業制度を利用したか（単数回答）就学前児童対象 

母親または父親が育児休業制度を利用したかについては、「利用しなかった」が 78.4％と、7 

割以上となっています。 

「母親が利用した」は 18.0％であり、 「父親が利用した」は 0.2％にとどまっています。 

18.0 78.4 3.2 

0.2 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

就学前児童（Ｎ＝872） 

母親が利用した 父親が利用した 

母親と父親の両方が利用した 利用しなかった 

不明・無回答
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６ 子育て支援サービスの利用意向について 

■ 子育て支援サービスの利用意向 

就学前児童の各サービス等の今後の利用意向については、『乳幼児健康診査』『予防接種』『児童 

手当の支給』『乳幼児医療費の助成』で、「はい」が６割以上となっています。 

就学前児童（N=872） 

62.0 

32.3 

19.3 

19.6 

21.6 

31.0 

14.0 

8.8 

5.4 

24.3 

8.8 

29.7 

24.5 

4.1 

14.2 

31.7 

28.9 

15.6 

20.4 

17.0 

13.1 

33.8 

15.1 

14.4 

28.2 

51.0 

57.5 

43.1 

37.4 

34.5 

41.1 

28.6 

27.2 

24.5 

23.1 

22.8 

23.3 

23.7 

22.7 

25.2 

25.6 

22.0 

19.7 

19.7 

19.7 

20.2 

19.5 

20.0 

20.6 

20.0 

31.4 

16.3 

69.7 

17.2 

70.1 

68.6 

2.1 

26.9 

14.8 

17.7 

32.6 

2.3 

1.0 

23.2 

31.8 

48.6 

37.8 

27.4 

2.6 

33.7 

3.6 

27.8 

2.1 

5.3 

28.9

26.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

乳幼児健康診査 

予防接種 

保健センターの発達相談・育児相談 

保健センターの離乳食講座 

保健センターの妊婦教室・マタニティサークル 

保健センターの乳幼児・妊産婦の栄養相談 

出産直後の育児支援（新生児訪問等） 

育児サークル育成支援 

児童手当の支給 

乳幼児医療費の助成 

地域子育て支援センター 

保育所（園）の一時的保育サービス 

ファミリーサポートセンター事業 

子育て支援短期利用（ショートステイ）事業 

トワイライトステイ事業 

保育所（園）・幼稚園の子育て相談 

母子・父子・多子世帯の公的賃貸住宅への優先入居 

子育てひろば 

つどいの広場 

はい いいえ わからない 不明・無回答
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小学生児童の各サービス等の今後の利用意向については、全体的に「わからない」が高くなっ 

ている中、『家庭教育に関する学級・講座』『思春期の健康電話相談・思春期教室』『学童保育（若 

竹学級等）』では、「はい」が１割以上となっています。 

７ 子育ての不安と悩みについて 

■ 子育てに関して不安感や負担感等を感じるか（単数回答） 

子育てに関して不安感や負担感等を感じるかについては、「非常に不安や負担を感じる」「なんと 

なく不安や負担を感じる」の合計が、就学前児童で 46.4％、小学生児童で 48.2％と４割以上の人 

が子育てに不安感や負担感を感じています。 

小学生児童（N=848） 

10.3

16.2 

9.6 

1.8 

6.3 

24.9 

50.9 

26.9 

33.4 

52.7 

55.9 

21.7 

52.1 

49.4 

52.9 

35.1 

12.1 

12.1 

11.2 

11.4 

11.9 

11.9 

12.0 

3.4 

13.0 19.0 

35.3 

46.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

家庭教育に関する学級・講座 

思春期の健康電話相談・思春期教室 

学童保育（若竹学級等） 

子ども支援センター 

子育て支援短期利用（ショートステイ）事業 

トワイライトステイ事業 

母子・父子・多子世帯の公的賃貸住宅への優先入居 

はい いいえ わからない 不明・無回答 

10.1 

38.1

38.1 

8.3 27.6 

26.8 

8.7 

9.0 

16.2 

13.8 

1.1 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

就学前児童（Ｎ＝872） 

小学生児童（Ｎ＝848） 

非常に不安や負担を感じる なんとなく不安や負担を感じる 

あまり不安や負担などは感じない まったく感じない 

なんともいえない（わからない） 不明・無回答



11 

■ 子育てに関する悩みや気になること（複数回答） 

子育てに関する悩みや気になることについては、「子どもの教育に関すること」が就学前児童で 

40.6％、小学生児童で 49.3％とそれぞれ最も高くなっています。 

そのほか、就学前児童では、「病気や発育・発達に関すること」「子育てにかかる出費がかさむこ 

と」「食事や栄養に関すること」の割合が高くなっています。また、小学生児童では、「子育てにか 

かる出費がかさむこと」「子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること」の割合が高く 

なっています。 

35.8 

33.3 

6.3 

13.5 

14.2 

40.6 

29.5 

4.0 

9.9 

5.4 

7.0 

4.4 

25.3 

6.5 

13.3 

18.8 

34.5 

3.3 

13.9 

3.7 

7.3 

1.5 

21.6 

17.3 

1.8 

11.1 

19.5 

38.7 

5.0 

9.2 

7.2 

4.1 

3.8 

11.9 

5.7 

8.3 

7.8 

43.8 

3.2 

10.6 

3.3 

8.7 

2.9 

49.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

病気や発育・発達に関すること 

食事や栄養に関すること 

育児のことがよくわからないこと 

子どもとの接し方に自信がもてないこと 

子どもと過ごす時間が十分とれないこと 

子どもの教育に関すること 

子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること 

子どもの登所・登園・登校拒否などの問題 

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が 

少ないこと 

配偶者・パートナーと子育てに関して 

意見が合わないこと 

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など 

まわりの見る目が気になること 

子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと 

仕事や自分のやりたいこと、夫婦で楽しむことなど 

自分の時間が十分とれないこと 

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人が 

いないこと 

子育てのストレス等から、子どもに手を上げたり、 

叱り過ぎたり、世話をしなかったりしてしまうこと 

子育てによる身体の疲れが大きいこと 

子育てにかかる出費がかさむこと 

子育てが大変なことを身近な人が理解してくれないこと 

住居が狭いこと 

その他 

負担に思うことはない 

不明・無回答 

就学前児童（Ｎ＝872） 小学生児童（Ｎ＝848）
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■ 子育てに関する相談相手（複数回答） 

子育てに関する相談相手については、 就学前児童、 小学生児童ともに 「配偶者・パートナー」「親・ 

兄弟姉妹・親戚等」「友人・知人・近所の人」が上位 3 件を占めています。 

※「保育所（園）や幼稚園の保護者仲間」「保育士や幼稚園の先生」は、就学前児童のみの選択肢 

※「保護者仲間」「学校等の先生」は、小学生児童のみの選択肢 

75.6 

69.0 

61.9 

8.7 

11.4 

12.4 

1.5 

4.1 

0.6

1.3 

0.1

0.9 

0.2 

2.3 

0.1 

0.1 

10.6 

0.7 

2.1 

1.0 

1.4 

67.8 

55.2 

56.6 

12.9 

26.7 

10.6 

0.5 

3.2 

0.0

0.6 

0.0 

0.1 

0.4

0.6 

0.1 

0.4 

4.4 

0.9

1.5 

1.7 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

配偶者・パートナー 

親・兄弟姉妹・親戚等 

友人・知人・近所の人 

職場の同僚等 

保育所（園）や幼稚園の保護者仲間（就学前） 
保護者仲間（小学生） 

保育士や幼稚園の先生（就学前） 

学校等の先生（小学生） 

子育てサークルの仲間 

医師や看護師 

ファミリーサポートセンター 

地域子育て支援センター ・ 

つどいの広場 

母子自立支援員 

民生委員・児童委員 

市役所の相談窓口 

保健センターや保健師 

ベビーシッター 

民間の相談サービス 

インターネットで調べる 

その他 

相談相手はいない 

相談すべきことはない 

不明・無回答 

就学前児童（Ｎ＝872） 小学生児童（Ｎ＝848）
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８ 施策全般について 

■ 子育て支援として、特に充実してほしいと思うもの（複数回答） 

就学前児童、小学生児童ともに「子ども連れでも出かけやすく楽しめる場所をふやしてほしい」 

「保育所（園）や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい」 「学校教育にかかる費用負担を軽減 

してほしい」が高くなっています。 

※「保育所（園）をふやしてほしい」 「幼稚園をふやしてほしい」「保育所（園）や幼稚園にかかる費用負担を軽 

減してほしい」は、就学前児童のみの選択肢 

※「学童保育の実施場所をふやしてほしい」「学童保育の対象年齢を拡大してほしい」「学童保育の時間を延長し 

てほしい」「学校教育にかかる費用負担を軽減してほしい」は、小学生児童のみの選択肢 

保育所（園）をふやしてほしい（就学前） 

学童保育の実施場所をふやしてほしい（小学生） 

幼稚園をふやしてほしい（就学前） 

学童保育の対象年齢を拡大してほしい（小学生） 

学童保育の時間を延長してほしい（小学生） 

保育所（園）や幼稚園にかかる費用負担を軽減してほしい（就学前） 

学校教育にかかる費用負担を軽減してほしい（小学生） 

40.1 

74.1 

19.2 

13.1 

8.6 

71.0 

22.2 

36.6 

27.3 

25.8 

14.0 

9.3 

2.9

3.3 

30.1 

58.4 

16.6 

15.4 

23.1 

16.7 

37.9 

13.1 

37.4 

19.0 

25.8 

8.3 

7.1 

3.7 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

公共施設など親子が安心して集まれる身近な場や 

イベントの機会がほしい 

子ども連れでも出かけやすく楽しめる場所を 
ふやしてほしい 

子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場を 

つくってほしい 

専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯ等による 

保育サービスがほしい 

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を 

整備してほしい 

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、 

企業に職場環境改善を働きかけてほしい 

仕事に就きやすくするための 

資格取得補助をしてほしい 

子育てについて学べる機会をつくってほしい 

インターネットを利用した子育て支援ネットシステムを 

構築してほしい 

その他 

不明・無回答 

就学前児童（N=872） 小学生児童（N=848）
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Ⅲ 中高校生対象調査 

１ あなた自身について 

■ 性別（単数回答） 

２ 携帯電話やパソコンの利用について 

■ 自分の携帯電話を持っていますか（単数回答） 

自分用の携帯電話の所持については、「持っている」が中学生で 57.6％、高校生で 94.2％とな 

っています。 

性別でみると、中学生、高校生ともに『男子』より『女子』の方が「持っている」の割合が高 

くなっています。特に中学生では差が 14.8 ポイントとなっています。 

【中学生】 

【高校生】 

54.1 

50.6 

45.6 

49.4 0.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

中学生(N=458) 

高校生(N=502) 

男子 女子 不明・無回答 

50.8 

65.6 

48.0 

34.0 0.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男子(N=248) 

女子(N=209) 

持っている 持っていない 不明・無回答 

90.9 

97.6 

6.3 

0.4 
2.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男子(N=254) 

女子(N=248) 

持っている 持っていない 不明・無回答
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55.2 12.7 6.1 

70.1 

24.7 

17.3 8.2 2.0 

1.3 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

中学生（N＝458） 

高校生（N＝502） 

よく利用する 時々利用する ほとんど利用しない 

利用したことがない 不明・無回答 

■ 携帯電話やパソコンでインターネットを利用していますか（単数回答） 

携帯電話やパソコンでのインターネットの利用については、中学生、高校生ともに「よく利用す 

る」が最も高くなっています。 

また、「ほとんど利用しない」、「利用したことがない」の割合では、高校生に比べると中学生の方 

が高くなっています。 

３ 将来のことについて 

■ 将来の夢を持っていますか（単数回答） 

将来の夢を持っているかについて性別でみると、中学生、高校生ともに『男子』より『女子』 

の方が「はい」の割合が高くなっています。 

【中学生】 

【高校生】 

0.4 

0.0 

49.2 

56.9 

15.3 

6.7 36.4 

35.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男子(N=248) 

女子(N=209) 

はい いいえ よくわからない 不明・無回答 

1.2 

1.2 

51.2 

54.4 

16.5

12.1 32.3 

31.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男子(N=254) 

女子(N=248) 

はい いいえ よくわからない 不明・無回答
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59.4 

53.1 

5.7 

3.3 

12.9 

2.6 

4.1 

2.8 

5.5 

4.8 

0.2 

72.9 

53.0 

50.4 

5.4 

2.2

3.0 

2.4 

5.0 

3.8 

3.0 

3.2 

2.4 

77.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

自分の才能を発揮できる 

やりがいのある仕事につきたい 

収入の高い仕事につきたい 

失業の不安のない仕事につきたい 

自分で会社をおこしたい 

親の仕事を継ぎたい 

アルバイトやパートなどで自由に仕事をしたい 

一つのところで定年まで働かず、 

転職していくつかの仕事をしたい 

仕事はほどほどにしたい 

できれば働きたくない 

わからない 

その他 

不明・無回答 

中学生（N＝458） 高校生（N＝502） 

■ 仕事について将来どのような希望を持っていますか（複数回答） 

仕事について将来どのような希望を持っているかについては、中学生、高校生ともに「自分の才 

能を発揮できるやりがいのある仕事につきたい」が７割を超えて最も高く、次いで「収入の高い仕 

事につきたい」 「失業の不安のない仕事につきたい」が高くなっています。
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21.2 

47.6 

6.6 

20.5 

0.4 

5.0 

21.9 

51.8 

6.0 

12.5 

2.8 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

家族や子どもと過ごすことよりも、 

仕事を大事にした生活をしている 

仕事よりも、家族や子どもと過ごすことを 

大事にした生活をしている 

仕事をすることも家庭での生活も、 

バランスよくしながら生活している 

仕事や家庭での生活よりも、趣味や遊びなど、 

プライベートを大事にした生活をしている 

わからない 

不明・無回答 

中学生（N＝458） 高校生（N＝502） 

15.7 

49.6 

12.9 

6.8 

16.8 

11.1 

20.5 

21.0 

3.1 

8.3 

12.2 

1.3 

0.4 

56.2 

21.5 

44.0 

9.2 

6.0 

10.6 

17.5 

18.5 

4.0 

9.4 

8.2 

2.2 

2.0 

59.4 

19.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

好きな人とずっと一緒にいられる 

精神的・経済的に安定する 

子どもを育てること 

親から独立できる 

家事が楽になるなど 、 

生活していく上で便利になる 

親を喜ばせることができる 

時間やお金を自由に使えなくなる 

家事をするのが大変そう 

子育てをするのが大変そう 

他人と家庭を築くのは面倒そう 

相手の家族・親族との 

付き合いが面倒そう 

わからない 

その他 

不明・無回答 

中学生（N＝458） 高校生（N＝502） 

■ 将来のあなたの仕事や家庭での生活について（単数回答） 

■ 結婚についてどのようなイメージを持っていますか 

結婚についてのイメージについては、 中学生、 

高校生ともに 「好きな人とずっと一緒にいられ 

る」 が最も高く、 次いで 「子どもを育てること」 

が４割以上と割合が高くなっています。 

将来のあなたの仕事や家庭 

での生活については、中学生、 

高校生ともに「仕事をすること 

も家庭での生活も、バランスよ 

くしながら生活している」が４ 

割を超えて最も高く、次いで 

「仕事よりも、家庭や子どもと 

過ごすことを大事にした生活 

をしている」の割合が高くなっ 

ています。
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52.2 

9.8 

31.2 

8.7

9.4 

19.4 

2.2 

9.8 

15.3 

1.3 

0.9 

53.6 

48.2 

6.0 

33.9 

2.6 

14.7 

22.3 

4.4 

11.4 

9.0 

1.2

1.8 

58.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

当然、子どもを育てたいと思う 

自分の子どもはかわいいと思う 

老後が安心である 

子育てを通して 

人間として成長できる 

親の期待に応えられる 

自由な時間がなくなる 

子育てはお金や手間が 

かかり負担が大きい 

子どもはわずらわしい 

社会環境が悪化しているので、 

子どもの将来が心配である 

わからない 

その他 

不明・無回答 

中学生（N＝458） 高校生（N＝502） 

■ 子どもを育てることにどのようなイメージを持っていますか（複数回答） 

子どもを育てることについてのイメージについては、中学生では「当然、子どもを育てたいと思 

う」が 58.3％と最も高く、次いで「自分の子どもはかわいいと思う」が 52.2％となっています。 

また高校生でも「当然、子どもを育てたいと思う」が 53.6％と最も高く、次いで「自分の子ど 

もはかわいいと思う」が 48.2％となっています。
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0.7 

5.9 

0.7 

8.1 

0.2 

87.3 

0.6 

4.0 

0.2 

6.0 

2.0 

84.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

夫婦が協力して、 

子育てをした方がよいと思う 

父親が中心となり、 

子育てをした方がよいと思う 

母親が中心となり、 

子育てをした方がよいと思う 

その他 

わからない 

不明・無回答 

中学生（N＝458） 高校生（N＝502） 

■ 将来、子どもを育てるとしたら何人がよいですか（単数回答） 

■ 家庭において、子育てをどのようにするとよいと思いますか（単数回答） 

家庭において、子育てをどのようにするとよいと思うかについては、中学生、高校生ともに「夫 

婦が協力して子育てをした方がよいと思う」が群を抜いて最も高くなっています。 

将来、子どもを育てるとしたら何人がよいかにつ 

いては、中学生、高校生ともに、｢２人｣が最も高く 

なっています。 

55.5 

18.1 

3.3 

2.8 

11.1 

0.4 

6.6 

54.0 

17.7 

2.8

4.2 

13.3 

1.4 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

1人 

2人 

3人 

4人以上 

0人 

わからない 

不明・無回答 

中学生（N＝458） 

高校生（N＝502）
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32.5 43.4 

48.0 25.1 25.5 

23.8 0.2 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

中学生（N＝458） 

高校生（N＝502） 

住み続けたい 住み続けたくない わからない 不明・無回答

　

15.4 

6.0 

17.4 

7.4 

11.4 

63.1 

11.4 

8.7 

14.1 

1.3 

41.3 

15.9 

4.0 

15.1 

1.6 

4.8 

50.8 

6.3 

5.6 

15.1 

2.4 

48.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

緑が多く、自然環境がよいから 

通学など交通環境が便利だから 

職場が多く、働き口が見つかりやすいから 

市内の学校に進学したり、就職したいから 

図書館などの教育・文化環境がよいから 

ショッピングやレジャーに 

便利だから 

両親、親戚、友だちなどが 
市内に住んでいるから 

子育て環境がよいから 

老後や将来に安心できるから 

その他 

不明・無回答 

中学生（N＝149） 高校生（N＝126） 

■ 大人になっても和歌山市に住み続けたいと思いますか（単数回答） 

大人になっても和歌山市に住み続けたいかについては、「住み続けたい」が中学生で 32.5％、高 

校生で 25.1％となっています。 

■ 住み続けたいと感じる理由は何ですか（複数回答） 

住み続けたいと感じる理由については、中学生、高校生ともに「両親、親戚、友だちなどが市内 

に住んでいるから」が最も高くなっています。次いで、「緑が多く、自然環境がよいから」の割合が 

高くなっています。
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